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Evaluation Method of Material Properties for 

the Phrosphorous Bronze Plate using Ultramicro Hardness Tester
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l．緒言

硬さ試験は簡便・迅速という点で工業界に幅広く利鞘きれ

ている樹料試験方法でぁる。近年の工業製品の微小化・薄

膜帽こ伴い、それらの材料特性戯評価に硬き孟鵡藪碍垂聾軽

か．認識されている。

本訴究では焼鈍温度条件を変化させた哲ん背銅頓薄板を

読経片とし、三角錐庄子を梢いた超微小硬き議醜を実施し、

熟醜樫が彗ん背離の機械的特性に与える影響を硬きおよヤ

ング率から評価した。また、熱処理きれた哲ん商鏑木蘭闇

きを施し、めコきの有無による柑獲の変化を鴇持した。

望．葉幹

豊里超微か硬さ赫韓と荘子

奉韓の試練では、硬き試射幾として島津製作所製ダイナミ

ック超微小硬度計拒も丑i一望削きを、またい荘子とし号楼閣

角度】ほ度のべルコピッチタイブのダイヤモンド三角錐庄

子を用いた。

望．望試親片と試艶条件

りん宙銅板棚田伸嗣所製）鑑延率謂％、厚き0．勤舶ポ

を叛＝のような糊揖二かソトし、1（げCかち1（rC別みに

購0〇Cまでの焼鈍を子jニい、それぞれの．誹鹸持とした。

この厚き0讃mmの試験片に対して晩学方向に格別画づつ荷

重9敵対†各軸鵡粥m昂の押込み降荷試練を行った。
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焼鈍毒こよ っ て 勺 圧延尭u ヱ で 窒じたびずみが緩和き鈍るこ と

が越取Ijぅ獲き 瀞 によ っで 評儀で きることが確認されたo

ま藍斗 ヤ ング率は焼鈍温度毒こかかわらずほぼ - 定の縫を示

L 藍o まため っ き竜三対しで義母樹の影響を受持た結果が得

られたo 出土の結果を参考蔓こすれば 1 極薄の試験杵に対し

て も薬方法を適確 し宿料棒怪を評庸で きることカ芸確認ぎ艶

た.
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